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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式／インデックス型 
信 託 期 間 無期限（設定日：2017年12月６日） 

運 用 方 針 

新興国株式インデックスマザーファンド
受益証券への投資を通じて、新興国の株
式市場の動きを捉えることをめざして、
FTSEエマージング・インデックス（円換
算ベース）の動きに連動する投資成果を
目標として運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
新興国株式インデックスマザーファンド
受益証券を主要投資対象とします。 〔ベ ビ ー 

フ ァ ン ド 〕
マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券
を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 

投資信託証券（マザーファンド受益証券
および上場投資信託を除きます。）への実
質投資割合は、信託財産の純資産総額の
５％以下とします。 
マザーファンド受益証券への実質投資割
合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を
設けません。 
株式への直接投資は行いません。 

〔ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 〕

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

投資信託証券（上場投資信託を除きま
す。）への投資割合は、信託財産の総資
産価額の５％以下とします。 
外貨建資産への投資割合には制限を設
けません。 
株式への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

年１回決算（原則として毎年11月12日。
ただし、休業日の場合は翌営業日）を行
い、原則として以下の方針に基づいて収
益の分配を行います。分配対象額の範囲
は、繰越分も含めた経費控除後の配当等
収益及び売買益（評価損益を含みます。）
等の全額とします。収益分配金額は、委
託者が基準価額水準、市況動向等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、分
配対象額が少額の場合等には、委託者の
判断により分配を行わないことがありま
す。留保益の運用については、特に制限
を定めず、委託者の判断に基づき、元本
部分と同一の運用を行います。 

 

運用報告書  (全体版 ) 
第１期 

（決算日：2018年11月12日） 

 

ＳＢＩ・新興国株式 
インデックス・ファンド 

（愛称：雪だるま（新興国株式）） 
 

追加型投信／海外／株式／インデックス型 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「ＳＢＩ・新興国株式インデックス・ファ

ンド（愛称：雪だるま（新興国株式））」は、2018

年11月12日に第１期決算を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお

願い申し上げます。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2017年12月６日 10,000 － － 10,000 － － 1 

１期(2018年11月12日) 9,204 0 △8.0 9,199 △8.0 98.7 925 
 

（注１） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注２） 設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 

（注３） ベンチマークは、FTSEエマージング・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。 

（注４） ベンチマークは、設定日の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 

（注５） ベンチマークの騰落率は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％  ％ ％ 

2017年12月６日 10,000 － 10,000 － － 

12月末 10,532 5.3 10,427 4.3 94.7 

2018年１月末 10,978 9.8 10,936 9.4 95.9 

２月末 10,494 4.9 10,524 5.2 97.8 

３月末 10,189 1.9 9,985 △ 0.1 96.1 

４月末 10,183 1.8 10,047 0.5 97.9 

５月末 9,825 △ 1.8 9,705 △ 2.9 98.3 

６月末 9,404 △ 6.0 9,338 △ 6.6 97.8 

７月末 9,962 △ 0.4 9,931 △ 0.7 98.8 

８月末 9,559 △ 4.4 9,602 △ 4.0 97.8 

９月末 9,812 △ 1.9 9,756 △ 2.4 98.1 

10月末 8,914 △10.9 8,780 △12.2 98.7 

(期  末)      

2018年11月12日 9,204 △ 8.0 9,199 △ 8.0 98.7 
 

（注１） 騰落率は設定日比です。 

（注２） ベンチマークは、FTSEエマージング・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。 

（注３） ベンチマークは、設定日の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 

（注４） ベンチマークの騰落率は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 

 

ベンチマーク：FTSEエマージング・インデックス 

FTSEエマージング・インデックスは、FTSE社が開発した指数で、新興国株式市場全体の動きを表す指数です。同指数に対する著作権、知

的財産権その他一切の権利はFTSE社に帰属します。 
 

 

  



品 名：90089_201306_001_04_ＳＢＩ・新興国株式インデックス・ファンド（愛称：雪だるま（新興国株式））_749159.docx 

日 時：2019/1/15/ 17:11:39 

ページ：2 
 

－ 2 － 

■当期の運用状況と今後の運用方針（2017年12月６日から2018年11月12日まで） 

○基準価額等の推移 

  

  
（注１） ベンチマークは、FTSEエマージング・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。詳細はP１をご参照ください。 

（注２） ベンチマークは、設定日（2017年12月６日）の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 

（注３） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載しておりません。 

（注４） ベンチマークの値は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

堅調な企業決算内容や税制改革を始めとした政策への期待、主要国におけるGDP成長率の上方修正、外国為

替市場における円安進行などが上昇要因となりました。 

 

下落要因 

トランプ米大統領の保護貿易主義の影響による懸念、米長期金利の急騰を契機とした株式市場の急落、外国

為替市場における円高進行などが下落要因となりました。 
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○投資環境 

＜新興国株式市場＞ 

期首から2018年１月にかけては、良好な先進国の経済状況や原油価格の上昇を背景に堅調に推移しました。

しかし、２月に入り、米長期金利の急騰と米株式市場の急落を受けて大幅に下落しました。その後は、米国株

と原油の反発局面においては新興国株式市場も一時的な反発を見せたものの、米利上げ観測が加速したこと

を背景に、再び下落基調となりました。 

また、米中の両国をはじめとした世界的な貿易摩擦への懸念から軟調推移となり、加えて、米国の利上げ観

測からアジア通貨が下落したことを受けて新興国から資金を引き上げる動きが広がりました。 

期末にかけては、通貨トルコリラの急落を受けて、新興国からの資金流出が加速するなど軟調な展開となり

ました。その後９月以降の新興国通貨は小康状態となり、大幅利上げを決めたトルコリラに加え、ブラジル、

南アフリカ、ロシアなどの資源国通貨が買い戻される展開となりました。しかし、新興国として最大である中

国は、景気減速懸念や人民元安の進行、米国との貿易戦争への懸念から軟調な推移が続きました。 

 

＜為替＞ 

ドル／円は、期首に112円台で始まり、米連邦公開市場委員会（FOMC）の結果から、年内利上げ観測による

ドル買いの動きが急速に強まりました。また、イエレン米連邦準備制度理事会（FRB）議長が2017年12月のFOMC

において追加利上げを再確認したことや、トランプ米政権の税制改革案が公表されたこと等がドル買い・円売

り材料となり、一時114円台前半まで円安が進行しました。 

年明け１月下旬には、米財務長官によるドル安容認発言や、黒田日銀総裁の出口戦略発言等によって円買

い・ドル売りの流れが強まりました。加えて２月の米長期金利の急騰を受けた世界的なリスク回避の流れから

円が急速に買われ円高・ドル安が進行し、一時105円台半ばまで円高が進みました。その後は北朝鮮の地政学

リスクの後退、良好な米経済指標の発表等を背景に、再びドル高・円安基調に転じました。一時、貿易摩擦へ

の懸念が高まる局面では円買いが入るなど一進一退の推移を見せたものの、ドル／円は徐々に円安・ドル高方

向にレンジをシフトする展開となりました。 

期末にかけては、貿易摩擦への懸念等から一時は円が買われる局面もみられたものの、堅調な米株式市場や

米利上げを織り込むように114円台までドル高・円安が進行しました。10月に起きた米長期金利の急騰により

米株式市場が下落する局面では、リスク回避の円買いが入った一方、ドルにも継続的な買いが入ったことか

ら、ドル／円は111円台で下げ止まり、再びドル高・円安基調に転じて期末を迎えました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

＜当ファンド＞ 

ベンチマークである「FTSEエマージング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果を目指し、

主要投資対象である新興国株式インデックスマザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行いました。 

 

＜新興国株式インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマークである「FTSEエマージング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果を目指して

運用を行ってまいりました。 

また、ファンドの運用にあたっては、モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を受

けつつ、ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券を主要投資対象として運用を行いました。 

なお、当期の投資信託証券の組入比率に関しては、90％以上の組入比率を維持しました。期末の組入比率は

98.5％となっております。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

期中における基準価額は、△8.0％の値下がりとな

り、ベンチマークである「FTSEエマージング・インデッ

クス（円換算ベース）」の下落率△8.0％とほぼ同程度と

なりました。 

主な要因としては、継続的な資金流入に伴うマザー

ファンドにおける組入れ上場投資信託（ETF）の売買委

託手数料、組入れETFからの分配金に対する課税、当

ファンドにおける信託報酬等の要因が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○分配金 

当期の収益分配は、運用の効率性と基準価額の水準を勘案し見送ることといたしました。 

なお、収益分配に充てなかった利益につきましては、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて運用い

たします。 

 

 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第１期 

2017年12月６日～ 
2018年11月12日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  

分配原資の内訳 

  
（注１） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注２） ベンチマークは、FTSEエマージング・インデックス（円換

算ベース）です。詳細はP１をご参照ください。 
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○今後の運用方針 

＜当ファンド＞ 

引き続き、ベンチマークである「FTSEエマージング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果

を目指し、主要投資対象である新興国株式インデックスマザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行

う方針です。また、現金比率を極力抑え連動率を高めていく所存です。 

 

＜新興国株式インデックスマザーファンド＞ 

引き続き、ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券を主要投資対象とし、ベンチマークである「FTSEエマー

ジング・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果を目指して運用を行います。 

また、ファンドの運用にあたっては、モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を受

けつつ、運用を行う方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年12月６日～2018年11月12日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 6  0.061  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 2)  (0.020)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 2)  (0.020)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.020)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.083   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 8)  (0.083)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 8   0.080   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 6)  (0.062)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 2)  (0.018)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他費用 

 合 計 22   0.224    

期中の平均基準価額は、9,986円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 各項目ごとに円未満は四捨五入しております。 

（注４） 売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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○売買及び取引の状況 (2017年12月６日～2018年11月12日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
新興国株式インデックスマザーファンド 1,053,454 1,054,152 47,034 47,970 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年12月６日～2018年11月12日) 

 

 該当事項はありません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  

1 － 1 － 
当初設定時又は当初運用時における
取得とその処分 

 

○組入資産の明細 (2018年11月12日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

新興国株式インデックスマザーファンド 1,006,420 927,315 
 

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

マザーファンドにおける組入資産の明細につきましては、後述のマザーファンドの「運用報告書」をご参照

ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2018年11月12日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

新興国株式インデックスマザーファンド 927,315 100.0 

コール・ローン等、その他 198 0.0 

投資信託財産総額 927,513 100.0 
 

（注１） 金額の単位未満は切捨て。 

（注２） 新興国株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（913,320千円）の投資信託財産総額（927,269千

円）に対する比率は98.5％です。 

（注３） 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1ドル＝113.94円。 

 

○特定資産の価格等の調査 

該当事項はありません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年11月12日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 927,513,878   

 コール・ローン等 198,151   

 新興国株式インデックスマザーファンド(評価額) 927,315,727   

(B) 負債 2,037,654   

 未払解約金 1,776,243   

 未払信託報酬 199,784   

 その他未払費用 61,627   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 925,476,224   

 元本 1,005,557,778   

 次期繰越損益金 △   80,081,554   

(D) 受益権総口数 1,005,557,778口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,204円 

 
<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 

(貸借対照表関係) 

期首元本額 1,000,000円 

期中追加設定元本額 1,236,913,122円 

期中一部解約元本額 232,355,344円 

○損益の状況 (2017年12月６日～2018年11月12日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        73   

 支払利息 △        73   

(B) 有価証券売買損益 △68,078,577   

 売買益 10,783,950   

 売買損 △78,862,527   

(C) 信託報酬等 △   371,497   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △68,450,147   

(E) 追加信託差損益金 △11,631,407   

 (配当等相当額) (△       171)  

 (売買損益相当額) (△11,631,236)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) △80,081,554   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △80,081,554   

 追加信託差損益金 △11,631,407   

 (配当等相当額) (     683,853)  

 (売買損益相当額) (△12,315,260)  

 分配準備積立金 304,402   

 繰越損益金 △68,754,549   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（304,402円）、

費用控除後の有価証券等損益額（0円）、および信託約款に規

定する収益調整金（683,853円）より分配対象収益は988,255

円（１万口当たり9円）ですが、当期に分配した金額はありま

せん。 
 

 

○約款変更のお知らせ 

「インデックス・ファンド」を名称に付す等、ファンドの商品性をより明確にするため、ファンド名称の変

更にかかる信託約款の変更を行いました。（2018年９月５日） 
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